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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　☎22-0555
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は
な
・
蕗
の
薹
句
会

● Fukuchi Find Festival
　 ～食と器と音楽の出会い～
主催／福智町地域観光地づくり推進委員会

　

河
村
光
陽
の
名
曲「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ

り
」に
ち
な
み
、
３
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

「
フ
ク
チ
・フ
ァ
イ
ン
ド
・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。

〝
福
智
な
ら
で
は
〞の
要
素
に
こ
だ
わ
っ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構

成
さ
れ
、
会
場
の
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー

は
満
員
御
礼
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず「
食
と
器
と
音
楽
を
味
わ
う
上
野

焼
フ
レ
ン
チ
ラ
ン
チ
シ
ョ
ー
」で
は「
ビ
ス
ト

ロ
み
な
川
」の
シ
ェ
フ
が
地
元
の
食
材
を
使

っ
て
腕
を
振
る
い
、
イ
ベ
ン
ト
限
定
ラ
ン
チ

コ
ー
ス
を
提
供
。
告
知
か
ら
約
２
週
間
で

県
外
者
を
含
む
５
０
３
人
の
申
し
込
み
が

あ
り
、「
福
智
町
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
施

委
員
会
」の
厳
正
な
抽
選
を
経
て
、
60
人

が
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

上
野
焼
協
同
組
合
の
協
力
で
小
皿
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た「
虎
尾
桜
が
彩
る
上
野
焼

茶
会
」は
、開
始
15
分
で
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
。

「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
食
べ
歩
き
回
廊
」で
は
10

店
舗
が
並
び
、
食
欲
を
そ
そ
る
香
り
を
場

内
に
漂
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
当
地
グ

ル
メ
お
披
露
目
の
場
と
な
っ
た「
方
城
す
い

と
ん
大
試
食
会
」で
は
、
懐
か
し
の
味
に
舌

鼓
。
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
大
好
評
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

町内の12店舗・団体で組織された「特
産品開発プロジェクト推進会議」が
発掘した町のご当地グルメ「方城すい
とん」。イベント前の2月20日、一足
先に町長などが試食し評価しました。

町が誇る伝統的工芸品「上野焼」
と福智ならではの「食」、童謡作
曲家・河村光陽の生誕地として醸
成された「音楽」の３つの魅力が
融合したイベントが３月３日に開
催され、約2時間半の間に県内各
地から700人以上が訪れました。

食・器・音楽
五感で満喫 昭和28年から平成10年まで

赤池交番裏にあった旧庁舎。
大理石のカウンターなど趣の
ある造りが気に入られ、TVド
ラマ「逃亡者（平成4年放送）」
の撮影の舞台にもなりました。

所蔵者●福智町
撮影日●昭和47年ごろ

旧赤池町役場庁舎旧赤池町役場庁舎

▶４月から広報担当を離れ
ることになりました。この６
年間で出会えた全ての人と、
今ここを読んでくれている人
へ、深く感謝申し上げます。
私は常に「広報紙づくり」は
「まちづくり」だと意識してきま
した。一人でも多くの人に行
政への関心を持ってもらうこ
とが私たちの役目。小さな積
み重ねが実を結ぶと信じ、新
部署でも頑張ります。（日吉）

寒
突
い
て
衣
晒さ

ら

し
て
苦
行
僧

玲れ
い

瓏ろ
う

と
光
の
濡
れ
て
迎
春
花

春
風
や
妣は

は

の
声
か
と
振
り
返
る

ま
ま
ご
と
の
如ご

と

く
茣ご

蓙ざ

敷
き
園
う
ら
ら

庭
に
来
し
目
白
警
戒
怠
ら
ず

孫
や
子
の
健
康
願
ひ
雛ひ

な

飾
る

病
室
の
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届
く
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ゆ
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永
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い
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を
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昌
子

日
比
生
利
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初
音
あ
り
受
験
の
孫
に
幸
あ
れ
と

風
花
と
一
緒
に
配
る
広
報
誌

紅
白
に
咲
き
分
け
て
を
る
梅
の
花

電
線
の
揺
れ
に
任
せ
て
寒
鴉

か
ら
す

島
原
を
偲し

の

ぶ
石あ

お

蓴さ

の
す
ま
し
汁

そ
れ
で
あ
り
野の

蒜び
る

摘
み
た
る
匂
ひ
つ
く

猫
柳
銀
の
煌

き
ら
め
き

活い

け
て
あ
り

凜り
ん

冽れ
つ

に
耐
ゆ
る
大
地
や
梅
一
花

早
春
の
風
の
中
行
く
万
歩
計

朝
部
さ
よ
子

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石
嘉
代
子

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
エ

長
尾　

冴
子

藤
井
耿
之
介

渡
邊　

一
枝

人に
ん

蔘じ
ん

を
花
の
形
に
切
り
そ
れ
だ
け
で
何
か
華
や
ぐ
わ
が
家
の
夕ゆ

う

餉げ

冬
の
朝
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に
横
た
わ
る
ネ
コ
を
歩
道
へ
そ
っ
と
移
し
ぬ

風
の
な
く
音
消
し
て
降
る
雪
頻し

き

り
梢

こ
ず
え

に
積
り
白
き
花
咲
く

「
元
気
づ
く
し
」
と
ふ
新
米
厨く

り
や

に
匂
う
レ
ン
コ
ン
の
煮に

〆し
め

鍋
に
煮
え
つ
つ

蔵
開
き
試
飲
の
列
に
妻
も
入
り
貰も

ら

い
し
酒
を
吾わ

れ

に
勧
む
る

葬は
ふ

り
終
え
明
く
れ
ば
侘わ

び

し
さ
つ
の
り
た
り
ひ
ね
も
す
庭
の
裸

は
だ
か

木ぎ

見
て
い
る

朝
ま
だ
き
あ
か
ね
に
染
ま
る
空
を
背
に
切
り
絵
の
如ご

と

く
裸

は
だ
か

木ぎ

の
立
つ

き
さ
ら
ぎ
の
弓
道
場
に
雪
降
り
て
矢や

道み
ち

の
白
く
的ま

と

は
か
が
や
く

三
村　

和
子

白
石　

清
和

越
智　

早
苗

福
田
キ
ヨ
子

八
代　

範
夫

前
田　

信
子

桑
野　

昭
子

福
田　
　

昌

▶「人はいつ死ぬかわからな
い。人生はやりたい事をやる
べきだ」と話した舞の海さん
（P20掲載）。内定していた教
師の道を捨ててあえて苦し
むと分かっている夢へと進ん
だ、その決して諦めない姿に
感動を覚えた。４月は新たな
道を選択する人が多いとき。
自分が選んだ道が前途多難
でも、舞の海さんのように諦
めずに挑んでほしい。（久原）

1開始前の行列を前に浦田弘二町長が「町の
魅力を再発見してほしい」と挨拶。2オードブル
を準備する「ビストロみな川」。この上野焼皿を
全員にプレゼント。3プロの生演奏と美食を楽
しんだフレンチランチショー。4「ムジーク・プラッツ」
5「グリークラブカナダ」610店舗による無料
試食と特別販売。78「方城すいとん」は老若
男女に大人気。9琴の音色も華をそえた茶会。


